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鶴居びとって？

？



鶴居びと：豊かな人間性を備えた次世代の担い手

第５次鶴居村総合計画

👉

地域を知る＋地域を好きになる＝次世代の担い手（鶴居びと）



事業概要

目的：鶴居村商工会イルミネーション実行委
員会が主体となり、地域間交流と商工会の活
動を多くの村民に知ってもらうことを目的と
して実施。※令和２年度から実施

鶴居村イルミネーション事業

・実行委員会（商工会青年部11名＋行政職員等（ボランティア）で組織

・予算額：６０万円 ※鶴居村から補助金交付

・鶴居村のマスコットキャラ（つるぼー・ひなぼー）を主役



経過説明

鶴居村商工会 教育委員会
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行政・住民のつなぎ役に



実施までの流れ

１．実行委員会：3回開催

協議事項：役割分担、段取り、日程調整など

２．設置：令和４年１１月２７日（日）
参加者：実行委員会、行政職員等

小・中学生・保護者 ３０名
→村内小中学生・保護者による、
イルミネーションへの飾り付け

３．点灯式：令和４年１２月２日（金）４４名



役割分担

教育委員会
・小・中学校へ周知、募集案内配布

・参加者取りまとめ

・関係者との連絡調整

商工会

・実行委員会の運営

・材料の手配・準備

実行委員会
・内容企画・検討

・募集案内作成

・設置・点灯式などの準備・運営

参加者
・イルミネーションへの飾り付け

１．商工会の理解促進

２．地域間交流の場を確保
３．地域づくりへの参加

→鶴居びとの育成（次世代の担い手）



活動の様子

LEDライト巻き付け



オーナメント飾り付け 親子の作業風景





夜にライトアップした様子

子ども・保護者が製作したイルミネーション



参加者の声

親子で楽しく飾り付けをできた。

商工会のこの事業をたくさんの人に広めたい。

これからの子どもたちや村民が地域活動に気軽に参加できる
ように、この事業は守り続けていって欲しい。

地域づくりの担い手（鶴居びと）育成＝行政と住民の連携協働



成果と課題

成果
・商工会の活動を知ってもらうことができた。

副産物
ボランティアという新しい切り口で、行政・住民の小さな連携協働から
次世代の担い手（鶴居びと）育成のモデルを作ることができた。

・地域間交流する機会を提供することができた。

課題
・参加者が特定の人になってしまう。
→オンライン会議や意見書などを送付して幅広く意見や要望を求める。
・飾り付けが予定よりも早く終わり、作業が無い参加者が目立った。
→＋αイルミネーションの設置、LED電極を電源につなぐ

・地域づくりに気軽に参加してもらうことができた。



実践から学んだ社会教育行政職員の役割

地域間交流の確保 関係機関との調整 行政・住民のつなぎ役



ご清聴ありがとうございました


